
「道の駅よこはまエリア
事業推進協議会」
事務局からのお知らせ
第6号（令和元年11月）

道の駅よこはまエリア地方創生拠点計画

第８回道の駅よこはまエリア事業推進協議会
を開催しました

第８回道の駅よこはまエリア事業推進協議会を、令和元年１０月
４⽇（⾦）に横浜町「ふれあいセンター」にて開催しました。
協議会では、地方創生拠点基本計画に基づき進めている「道の駅

よこはま」を中⼼とした取組について、令和元年度の取組状況と各
施策の現状と課題に関する説明があり、参加された委員の方々と意
⾒交換を⾏いました。

①令和元年度の新たな取組報告

【函館アフターデスティネーションキャンペーン実施】
9月7，8日に「函館グルメサーカス」へ参加しました。

【多言語に対応した小型翻訳機を4台導入予定】
外国人観光客の増加に伴う
コミュニケーションツールを導入する予定です。

【ピザ用オーブンを導入】
レストランにて毎週日曜日限定でピザを
提供しています。

（裏⾯には、引き続き「協議会の内容」と「第８回協議会での委員意⾒」を掲載しています）

観光企画の強化

買い物や休憩、憩いで賑わう空間づくり

【青森県道の駅フェア＆菜の花プラザ20周年祭】
10月12日に開催しました。（13日は台風19号接近により中止）

【イベントテント等購入】
イベント等の継続的実施、エリア防災力の強化として災害時にも活用します。

協議会の様子

▲函館グルメ
サーカス

▲日曜日限定で
ピザを提供

▲イベント案内ポスター

直売所の充実（地産地消）

【高齢者や女性に優しい野菜販売台の導入】
手の届きやすい移動式野菜販売台を
１３台導入する予定です。

▲新しい野菜販売台

②令和元年度の取組報告（継続して取り組んでいる内容）

特産品による商品開発・ブランド化

【魅力ある商品開発（6次産業化の強化）】
加工品等のラベルデザインの向上、既存商品の
ブラッシュアップを行っています。

【PRや売り場の工夫・改善】
インターンの大学生が作成した特産物加工品に関する
ガイドブックを道の駅休憩スペースに設置しています。 ▲商品ガイドブック▲ラベルプリンター



＼ホームページで情報をご覧になれます／

検索

平成28年３月に策定した基本計画の内容やそれを実現させるため
に実施した取組について掲載しています。

○お問い合わせ先○
「道の駅よこはまエリア事業推進協議会」事務局
 横浜町 産業振興課
電話 0175-78-2111

道の駅よこはま 地方創生

▲役場職員・消防署・消防団
の初動訓練

⾼齢者など住⺠への宅配サービス

【宅配サービスの提供】
・道の駅にある商品（商品カタログ記載）や
道の駅で購入した重い荷物の無料配達を行っています。

・温泉や役場ロビーでの移動販売を行っています。
・高齢者の利用状況の把握、見守りを実施しています。

▲サービス専用車両道の駅への送迎サービス

【送迎サービスの提供】
・温泉＆お買い物バスを運行しています。
・今年度完成予定の保健・児童センターへの
バス送迎計画を検討しています。

道の駅で買い物を終えて
乗り込む利用者の様子地域防災⼒の強化

【地方創生拠点のハード整備】
・駐車場拡幅等に伴う一部造成工事に着手しました。
・防災除雪ステーション、防災備蓄倉庫等の
建築工事に今年度末から着手予定です。

・休憩施設、トイレの設計を進めています。
【横浜町総合防災訓練を実施】
9月22日に役場庁舎で初動訓練、本町地区
（町役場）で町民参加型訓練を実施しました。 ▲炊き出し訓練

• 各施策が全住⺠に知れ渡っていない感じがあるため、体験会を実施し参加してもらう機会を設けるこ
とで周知が図られ、利⽤状況も上がってくるのではないか。

■全般について

第８回事業推進協議会における委員の皆様からの主な意⾒

■防災について
• 防災倉庫の備蓄品に町の産物を⽤いた保存食が使⽤できないか検討して欲しい。
• 防災⽤の機器・機材が、いざという時に使えない事例もあるため、普段からイベント等で活⽤してい
けばよい。

• インバウンド対応として、道の駅の電子看板等に英語、中国語、韓国語等の外国語表記を取り入れて
はどうか。

• レストランでのピザ提供について、⼤会等への参加など計画的・戦略的にアピールを進めて欲しい。

■観光企画の強化について

• 集荷・宅配サービスについて、効率化な配⾞の仕方など、AIを⽤いたアプリの作成も可能。
• 集荷・宅配サービスは積極的に⾼齢者へ情報提供を⾏い、利⽤者を増やす必要がある。
• 送迎サービスについて、⾼齢化で免許返納者も多くなってきているため、外部資⾦の調達等も検討し、
公共サービスとして維持して欲しい。

■宅配・送迎サービスについて


